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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上層（１２）、下層（１３）、前記下層（１３）の下にあるバックグラウンド層（６）
および前記上層（１２）と前記下層（１３）との間に配置された補強層（１１）を含み、
前記上層（１２）および前記下層（１３）は融着している、複数の相互接続層と、前記複
数の層に設けられた穿孔（５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄ）を含み、前記複数の層の上に設けら
れた複数の真正性特徴とを備える身分証明書であって、前記補強層は平行スレッド（２０
、２１、２２、２３）を含み、これらのスレッド（２０、２１、２２、２３）間の距離は
約１００μｍであり、前記穿孔は実質的に均一な径を有し、前記上層（１２）から前記補
強層（１１）を貫いて前記下層（１３）まで延び、互いに隣接するスレッドの間毎に前記
穿孔の１つが延びる身分証明書。
【請求項２】
　前記補強層（１１）が薄織物補強層である、請求項１による身分証明書。
【請求項３】
　90°の角度での2つのスレッド方向を含む請求項１または２による身分証明書。
【請求項４】
　およそ60°の角度での2つのスレッド方向を含む、請求項１、２または３による身分証
明書。
【請求項５】
　前記補強層（１１）がウエブを含む、請求項１ないし４のいずれか1項による身分証明
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書。
【請求項６】
　前記補強層（１１）がマルチフィラメントスレッドを含む、請求項１ないし５のいずれ
か1項による身分証明書。
【請求項７】
　前記上層（１２）および下層（１３）の1つがポリカーボネートを含む、請求項１ない
し６のいずれか1項による身分証明書。
【請求項８】
　前記穿孔が、画像を形成するパターンに従って形成される、請求項１ないし７のいずれ
か1項による身分証明書。
【請求項９】
　前記パターンが顔を含む、請求項８による身分証明書。
【発明の詳細な説明】
【発明の開示】
【０００１】
　本発明は、複数の相互接続層と、前記層に設けられた穿孔を含む複数の真正性特徴とを
備え、前記穿孔の近くに延びるスレッドを有する補強層が設けられた身分証明書および/
または銀行カードに関する。
【０００２】
　このような身分証明書は、一般に先行技術において既知である。オランダの身分証明カ
ードは、このような証明書の１つの例である。この場合、正当な所有者の写真画像が、身
分証明カード上に設けられている。さらに、この写真は他のスペースに穿孔パターンとし
て繰り返される。この穿孔パターンは、打抜きもしくは打貫によって、またはレーザービ
ーム処理によって得ることができる。
【０００３】
　このような穿孔は、容易に認証できる真正性特徴（authenticity feature）である。
【０００４】
　しかしながら、このようなカードが繰返し曲げられたり、または他の方法で何度も変形
させられる場合には、損傷が生じ得ることがわかっている。これは、特に緩いカード(loo
se card)の場合に生じ、換言すればパスポートのケース、および穿孔が所有者の頁の中に
設けられるような場合には生じにくいであろう。しかしながら、本発明はこのような書類
にも関する。
【０００５】
　EP 0013021は、薄織物補強層が存在し、かつ孔パターンの層が前記層の間に設けられる
種々の層から形成された身分証明書を開示している。しかしながら、このような孔パター
ンによって真正性特徴の効果を得ることは不可能である。
【０００６】
　変動する温度にて繰返し応力を受けても、真正性特徴として設けられた穿孔が損傷され
るか、または剥離もしくは亀裂を生じることのない身分証明書/銀行カードを提供するこ
とが本発明の目的である。
【０００７】
　この目的は、先述したタイプの身分証明書において、前記穿孔が前記補強層を貫いて延
びるという点で達成される。
【０００８】
　本発明によれば、スレッドを有する補強層は、穿孔の位置に設けられる。好ましくは、
穿孔は実質的に証明書の総厚に渡って延びるか、または証明書中でこれが証明書全体を貫
いて影響を持つような距離に渡って延びるので、セキュリティー特徴が与えられる。これ
らのスレッドは、好ましくは穿孔の孔の間に延びる。これらのスレッドは、モノフィラメ
ントスレッドであり得るが、マルチフィラメントスレッドを使用することが好ましい。こ
のようなスレッドは、任意の材料から作ることができ、好ましい態様によればポリエステ
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ル材料から作られる。このような場合、ウエブを生じるようにスレッドを比較的平坦にす
ることができる。このようなウエブは非常に厚さが小さくなり得るので、身分証明書/銀
行カードの厚さがこのような証明書の標準設定を超えないことを保障する。
【０００９】
　本発明の態様のさらなる利点によれば、補強層は薄織物(tissue)の形態にある。より具
体的には、前記補強層は、2つの方向に延びる、換言すれば常に同じ角度で交差が生じる
スレッドの薄織物から構成される。補強スレッドの角度は、穿孔が作られる方法に依存し
て選択されるであろう。穿孔が陥凹パターンである場合は、このような角度は好ましくは
およそ60°である。
【００１０】
　本発明の態様のさらなる利点によれば、補強層は、補強層が設けられた後に融着される
2つの層の間に設けられる。このような層は、ポリカーボネートを含み得る。
【００１１】
　強度を与える層は、好ましくは多数の平行スレッドから構成され、先述したように各々
のスレッドはモノフィラメントまたはマルチフィラメントの形態にあることができる。有
利な態様におけるこのようなスレッドの間の距離は好ましくはおよそ100μmであり、穿孔
を形成するために十分な間隙が残るようになる。
【００１２】
　穿孔は、正当な所有者の顔のような、任意の記号を描くことができる。
【００１３】
　本発明は、真正性特徴が設けられた担体を提供すること、および前記担体中で独自の孔
パターンを形成することを含む身分証明書/銀行カードを製造するための方法にも関し、
前記担体の提供は、前記後の孔パターンの位置にてスレッド補強材を設けることを含む。
【００１４】
　勿論、スレッド補強材は証明書全体渡って延び得る。製造の目的のためには、これは或
る状況において好ましい。このような態様において、当該層は、2つの層部材を設け、前
記層部材の間にスレッド補強材を配置し、前記層部材を、前記層部材の間に収容されたス
レッド補強材と融着させることによって作られ得る。これは、厚さが少ししか増加しない
か、または全く増加しないことを意味する。
【００１５】
　カード全体がスレッド補強材を与えられる場合、カードのエッジから突き出るスレッド
部分を処理する必要があり得る。
【００１６】
　スレッドに使用される材料は、グラスファイバー、アラミドもしくは他の材料のモノフ
ィラメントまたはマルチフィラメントであり得る。しかしながら、ポリエステル材料を使
用することが好ましい。ポリエステルはレーザーによって容易に穿孔する。孔の部分が、
当該スレッドの幅の部分に配置され得ることは、全く除外されない。
【００１７】
　本発明は、図に示された典型的な態様を参照して、以下でより詳細に説明されるであろ
う。
【００１８】
　身分証明カードのような身分証明書は図１で１により示される。本発明は、銀行カード
およびパスポートの所有者の頁のような他の書類にも関する。
【００１９】
　所有者の写真は2で示される。3の位置に、前記写真のシルエットを図的に模倣する孔５
からなる穿孔パターンが設けられる。この典型的な態様において、この穿孔はレーザービ
ームによって形成される。
【００２０】
　穿孔パターン3の位置にて、穿孔パターンの内部は、繰返しの曲げまたは他の応力によ
って亀裂および剥離を生じ得ることがわかっている。このような身分証明書は、5～10年
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間使用され、その期間に機械的応力、温度変動などのような大きな応力に晒されることが
理解されるべきである。
【００２１】
　図2は、本発明によるカードの、穿孔の箇所での断面を示す。カードはバックグラウン
ド層6と、前記バックグラウンド層の上に配置された透明層7を含み、コア層8が透明層の
上に配置され、次に透明層９およびバックグラウンド10が配置されることがこの図からわ
かる。先述した種々の層は、セキュリティー特徴を与えられ得るか、または後の段階でセ
キュリティー特徴を与えられ得る。コア層8は2つの層部材、コア層部材12とコア層部材13
とからなる。これら2つの部材の間に収納されるものは、実際は層12および13からの材料
によって囲まれる薄織物層11である。薄織物層は、交差したマルチフィラメントスレッド
からなる。薄織物は、特に平面タイプの薄織物である。孔5a‐5dの深さが変化し得ること
が図2から理解され得る。実際、それらは、好ましくは全て同じ長さであろう。孔5a‐5d
は、好ましくは、層のアセンブリが互いに結合された後に薄織物ストリップの間に形成さ
れ、例えば、可能な限り薄織物の強度を維持するためにレーザーによって形成される。薄
織物のマルチフィラメントスレッドは、種々の角度で配置され得る。マルチフィラメント
スレッド20および21がおよそ90°の角度にて配置される第1の例は、図3に示される。これ
は、図3に示される孔パターンに適合する。穿孔5はここで、孔が互いに直線上に位置する
ように設けられる。穿孔により得られた画像は示されていない。
【００２２】
　図4は変形である。この態様におけるマルチフィラメントスレッド22および23は、およ
そ60°の角度で延びる。これは、千鳥状穿孔5に適合する。穿孔の作製の間、スレッドの
幾つかのフィラメントは破壊され得る。しかしながら、薄織物層の機械的特性を保護する
ために、1つ以上のフィラメントが全く無傷のままであることが重要である。
【００２４】
　図5は、積層プレス15を示す。フィルム材料の層は、ストア(store)16および17からプレ
スへと連続的に供給される。薄織物材料のウエブ18は、これら2つの層の間に配置される
。昇温下で圧力を及ぼすことによって、薄織物ラミネートが得られ、図２からわかるよう
に、薄織物ウエブは層7と9との間に完全に収容される。
【００２５】
  例
　身分証明書は、各々が100μmの厚さを持ち、好ましくは白色である2つのポリカーボネ
ートのシートをロール16,17上に提供することによって製造される。ポリエステル薄織物
からなる薄織物ウエブ18は、これら2つのシートの間に配置される。この薄織物ウエブは
、90°の角度で配置されたマルチフィラメントスレッドからなる。ポリカーボネート材料
の2つの層は、次に互いに対向してプレスされ、180～210℃の温度にて融着される。図3中
の参照記号aによって示される平行マルチフィラメントスレッドの間の距離は、例えばこ
こでおよそ200μである。各々のマルチフィラメントスレッドについて100μのウエブ幅に
おいては、隣接するスレッドの間におよそ100μの距離bが残され、孔が作られ得る。この
孔の作製はレーザーによって行われる。
【００２６】
　本発明は好ましい態様を参照して先に記載されているが、当業者の誰でも、本発明の範
囲内にある変形を容易に思いつくであろう。例えば、全ての種類の真正性特徴を有するカ
ードまたは身分証明書を提供することが可能である。
【００２７】
　さらに、権利は、主請求項の内容とは独立して副請求項に記載された変形について、明
示的に要求されると理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、身分証明書の前面を模式的に示す。
【図２】図２は、図１に示されるカードの穿孔3の位置における断面を示す。



(5) JP 5248472 B2 2013.7.31

【図３】図３は、図１中の細部IIIの位置での断面における、第1の典型的な態様を示す。
【図４】図４は、図３のものに対応する断面における第2の典型的な態様を示す。
【図５】図５は、本発明による補強層を作るための積層プレスを示す。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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